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                事 業 概 要 

 
平成 15 年 4 月の健康保険法改正により導入された総報酬制（賞与からも保険料徴収）及び被

保険者本人の医療費負担増（2 割→3 割）効果が持続し、健康保険組合全体では、平成 18 年度

も財政面では小康状態を保持しています。 
 当健保組合は、事業体及び被保険者の皆様のご理解とご協力のもと、健康保険料率の見直しを

図り、一般保険料率を 72/1000 から 69／1000 に、介護保険料率を 8.8/1000 から 9.4／1000 に

変更したうえで、健保の基本事業である「保険給付事業」及び「保健事業」に重点を置いて事業

を推進しました。この結果、一般勘定の収支決算状況は、総収入 2,311,218 千円、総支出 2,282,652
千円で、実質 28,565 千円の黒字となりました。また、介護勘定は、総収入 221,056 千円、総支

出 229,809 千円で、実質 8,753 千円の赤字となりました。 
 適用状況は、被保険者数が前年度より 150 人減少、被扶養者も同様に 404 人減少しました。

その結果、被保険者数が 4,986 人、被扶養者を含む総加入者数が 10,864 人（前年比 95.1%）と

なりました。 
 総保険給付費は、1,103,483 千円で、前年度より 4,830 千円減少しました（前年比 99.6%） 
 保健事業は、健保の基本事業（「保険給付事業」と「保健・福祉事業」）に重点化し、計画通り

遂行しました。主な事業は、疾病予防･健康づくり運動・保健指導宣伝（健康ｶﾚﾝﾀﾞｰ、健保ﾆｭｰｽ、

健康関連ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの配布、健康講話実施等）・体育奨励事業等です。特に疾病予防においては、生

活習慣病健診事業の「ﾄﾞｯｸ健診（対象 40 歳以上）」、35 歳到達被保険者全員を対象とした健康づ

くりｾﾐﾅｰ（LIS21）、歯科健診を定期健康診断の必須項目に組入れ実施したﾗｲｵﾝ歯科予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（ALOHA21）、ｵｰﾙﾗｲｵﾝ・ｳｵｰｷﾝｸﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝの実施、老人加入者等健康教育指導事業などです。 
ライオン健保組合の設立 80 周年（大正 15 年 12 月 15 日設立）を記念する行事として、記念品

の配布とﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる開設を行いました。 
直営保養所である湯河原保養所は、平成 18 年度末（平成 19 年 3 月末）での閉鎖、売却の決

定に基づき、有終の美を飾るべく、必要ｱｸｼｮﾝを関連部所と連携をとりながら各種の感謝ｻｰﾋﾞｽ

を行った結果、平成 18 年度の利用者は 3,113 名（前年比 131%）、特に 1～3 月の最終 3 ヶ月は

1,036 名（前年比 147%）で、盛況な形で閉鎖を迎えることができました。 
適用事業所につきましては、㈱管財ﾌｧｼﾘﾃｨ（旧ﾗｲｵﾝﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ㈱）の脱退（政管削除）によっ

て、適用事業所数は 20 となりました。 

健保ニュース 
〒130-0004  東京都墨田区本所１－３－７  03（3621）6171 ライオン健康保険組合 

      平成１８年度決算、組合会で承認！ 
 平成 19 年 7 月 13 日に開催された第 138 回組合会において、平成 18 年度の事業報告及び収入

支出決算報告が審議・承認されましたので、その概要をご報告致します。一般勘定は約 29 百万

円の黒字決算、介護勘定は約 9 百万円の赤字決算となりました。この結果、平成 18 年度末の総

財産は一般勘定 2,364 百万円（法定準備金 606 百万円、別途積立金 1,645 百万円、その他財産 
113 百万円）、介護勘定 60 百万円となりました。  

 平成１９年 ８月発行 

    全 ７ぺージ 
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退職者給付拠出金の増加が確実に予想される。となりました。支出面では、保険給付費が前年

9,311 万円減少、前年度比 85.7%となり、拠出金（老人保健＋退職者給付）が 12 億 4,350 万円

と過去 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   決  算  概  要    

 一般勘定における決算は、収入総額 2,311,218 千円、支出総額 2,282,652 千円で、実質 28, 565  

 千円の黒字となりました。 

 １．収入面⇒予算段階では健康保険料率引下げの他、被保険者数減少、平均標準報酬月額は、

前年から若干減とし、120 百万円程度の赤字予算を組みました。 

実績としましては、下期賞与減が影響して、見込みより収入が減少し、収入総額 

2,311,218 千円（前年度比▲272,853 千円）となりました。 

 ２．支出面⇒総拠出金は 906,750 千円（保険料収入の 41.5％）で、前年度比 41,671 千円増。 

内訳は、老人保健拠出金 485,787 千円、退職者給付拠出金 420,963 千円です。 

予算と比較して、総保険給付費の減少、事務所費・組合費及び保健事業費（疾病

予防費の減）による経費節減を行いました。 

 
 介護勘定における決算は、保険料徴収対象者数 3,176 人、準備金繰入を除く収入総額 221,056
千円、支出総額 229,809 千円で、実質 8,753 千円の赤字となりました。 
収支決算残金処分後の財産状況を下記に示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平成 1８年度末財産目録  

 

収支決算の結果、平成１８年度残金処分後の健康保険組合の財産は次の通りとなりました。

               【一般勘定】 

種     別  平成１８年度残金処分後（千円） 
法 定 準 備 金 
別 途 積 立 金         
土    地         
建    物         
構  築  物         
器    具         
無 形 固 定 資 産         

 ６０６,４５５
   １,６４４,８７０

      ０
 ９７,９５０

     １２,５１９
 ２,２３６

            １８０

合     計         ２,３６４,２１０

 

【介護勘定】 

種     別 平成１８年度残金処分後（千円）

準  備  金         ６０,２１４

合     計           ６０,２１４
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 平成１８年度収入支出決算（一般勘定分）  

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

＜健保組合運営の基礎数値＞ (平成 18 年 3 月～19 年 2 月平均) 

平均標準報酬月額 ４２６,４３７円   被扶養者数    ５,８７８人 

被保険者数       ４,９８６人    扶養率        １.２３人 

平均年齢        ４４.０９歳    老人保健該当者数   ２３８人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 平成１８年度収入支出決算（介護勘定分）  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜健保組合運営の基礎数値＞ （平成 18 年 3 月～19 年 2 月平均） 

  平均標準報酬月額  ４８７,１２３円 （介護保険料徴収対象者の平均） 
 *介護保険対象者数   ４,９２１人     **介護保険料徴収対象者数  ３,１７６人 
 *40 歳～65 歳未満の被保険者及び被扶養者     **40 歳～65 歳未満の被保険者及び 40 歳未満の 
                          被保険者(但し 40 歳～65 歳未満の被扶養者がいる人) 

＜ 収 入 の 部 ＞ ＜ 支 出 の 部 ＞ 
科  目  実績値（千円） 科  目  実績値（千円） 

  介 護 保 険 料 
 繰  入  金 
  その他 雑 入 

２２１，０４５ 
       ８，７５３ 
              １１ 

  介 護 納 付 金 
  そ  の  他 
 

２２９，８０９ 
     ０ 

 収 入 合 計 ２２９，８０９ 

 

  支 出 合 計 ２２９，８０９ 

 
 
 

     ＜ 収 入 の 部 ＞ 
 
  科  目       実績値（千円）

 
 健 康 保 険 料 収 入 ２，１８７，４１８

 国  庫  負  担  金          １，２２９  
利  子  収  入    １５，１４７

  施  設  利  用  料     ３９，６５５

 そ  の  他  雑  入      １，７８３

 
 
  小計（経常収入） ２，２４５，２３２

 
  調 整 保 険 料 収 入    ３８，７１６

 財政調整事業交付金     ２６，３７０

 不要財産等売却代        ９００

  
収 入 合 計    ２，３１１，２１８

     ＜ 支 出 の 部 ＞ 
 
  科  目       実績値（千円） 
 
事 務 費     ５７，３４０ 
保  険  給  付  費  １，１０３，４８３

 拠   出   金     ９０６，７５０ 
 保  健  事  業  費     １７５，４２３ 

 連  合  会  費           ９４０ 

 
 
 小計（経常支出）   ２，２４３，９３６ 
 
 財政調整事業拠出金       ３８，７１６ 
 予   備   費             ０ 

  
 
  支 出 合 計      ２，２８２，６５２ 
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体育奨励事業 
 各事業所の文体サークル、労働組合及び事業所等の協力を得て、運動会、ハイキング、スキ

ー、ソフト   

 保 健 事 業 報 告  

１．保健指導宣伝事業  

  健保ニュース、健康カレンダー、医療費のお知らせ、「医療保険制度が変わります」のパン

フレット、「健康保険のしおり」等を配布し、保険給付への理解促進と医療費適正化への啓発

活動を行いました。また、事業主と協同し健康管理推進委員会や事業所健保窓口担当者会の

開催により、保健指導の推進・情報交換を行いました。各事業所では、衛生講話、健康講話、

健康教室、心の健康づくり指導、健康ＰＲ紙の配布等により保健衛生普及活動を行いました。

また、ライオン健保組合の設立 80 周年（大正 15 年 12 月 15 日設立）記念事業として、記念

品の配布とホームページのインターネットによる開設を行いました。 

２．疾病予防事業  

（１）ドック健診・家族健診 
  被保険者や家族皆様の健康管理のために、健康管理センターとの連携により、前年度に続

き 40 歳以上の被保険者を対象に「ドック健診」を行いました。対象者のほぼ全員が受診しま

した。また、婦人科健診については、対象者を 30 歳以上の希望者を対象に実施しました。家

族健診では、35 歳以上 70 歳未満の配偶者及び任意継続被保険者を対象に実施し、受診率は

73.8%となっております。 
種  類 対象人数 受診者数 受診率（％） 

ド ック健 診       3,100 3,097 99.9 
家 族 健 診       2,164 1,597 73.8 

（２）ライオン健康づくりセミナー（愛称 LIS21:Lion life Innovation Seminar21） 
  事業体と健保組合が協同して、生活習慣病早期予防を目的に、前年度に引続き 35 歳になる

被保険者に対して「ライオン健康づくりセミナー」を実施しました。施設は日本エアロビク

スセンターで、１泊２日コースで計３回実施し、受講者は 131 名でした。参加者のフォロー

施策として事業体保健師・看護師による面談を実施し、受講後の健康取り組み状況把握及び

継続指導を行いました。 
（３）ライオン歯科予防プログラム（愛称 ALOHA21：All Lion Oral Health Activity21） 

  歯科健診を定期健康診断の必須項目に組入れ、被保険者を対象に歯及び歯周のﾁｪｯｸを行な

うと共に、要歯科指導対象者の再受診率の向上と予防処置及び事後指導を行いました。 

（４）老人保健対象者への情報提供として、健康情報誌「お元気ですか」を配布しました。 
３．体育奨励事業  

  各事業所文体サークルの協力を得て、バドミントン、ウォーキング、ボーリング、運動会、

テニス、バスケットボール、ストレッチ体操、ソフトバレーボール、ミニスポーツ大会、地

域と共同で河川敷に係わるクリーン作戦ウォーキングなど、多彩な行事により、家族ぐるみ

での体育行事を奨励し、健康づくりを進めました。 

４．保養所事業  

  平成 18 年度（平成 19 年 3 月末）での直営湯河原保養所閉鎖、売却の決定に基づき、有終

の美を飾るべく、必要なアクションを関連部所と連携をとって推進した結果、保養所の総利

用者数は 3,113 名（前年比 131%）で、平成 17 年度の総利用者数の 2.376 名に比べ、737 名の

増加であった。特に、平成 19 年 1 月～3月の最終 3ヶ月は、1,036 名（前年比 147%）と、盛

況な形で閉鎖することができました。 
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         ライオン健康保険組合からのお願い 
 
 

●被扶養者（家族）に異動があった場合 

    就職、出産、結婚、死亡等で被扶養者の増減があった場合は、事業主を通じて、「被

扶養者異動届」を健保組合へ提出して下さい。この場合、必要な関係書類の添付をお

願いすることがありますので、手続きする前に、各事業所の健保窓口事務担当者に相

談の上、ご不明な点は健保組合にお尋ね下さい。 

 

●健康維持のための努力をしていますか？ 

  いま、医療現場では患者さんの生活管理が重視されるようになってきています。と

いうのも、ふだんの生活が発症に密接に関係する生活習慣病が増加しているからです。

 食生活の欧米化や、運動不足、ストレスなどが日常化した現代社会で「生活習慣病」

の患者はますます増え続けています。日本人の死因の約６０％は生活習慣病によるも

のです。生活習慣病とは、がん、心臓病、脳卒中、高脂血症、高血圧、糖尿病など、

食事や運動、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が深く関わっている病気です。しかも、

がん以外の病気はお互いに影響しあい、それぞれがまた別の病気の原因となる性格を

持っており、さらに生活習慣病を増やす要因となっています。 

生活習慣病は、薬では完治できないと言われています。バランスのとれた食事とｳｵｰ

ｷﾝｸﾞなど適度な運動によって、長期にわたって自分で生活を管理していくことが、生

活習慣病の予防・改善には重要です。また、血圧や血糖値などが多少高くても痛みや

不自由を感じないため、重症化するまで医療機関を受診しない人が少なくないと言わ

れています。悪化してからでは、治療にも時間と費用がかかります。入院が必要とな

れば、仕事を休まなければならないうえ、生活も制限されます。 

生活習慣病を予防・治療するには、健康は自分で守るという自覚をもち、将来を見すえて

日頃から健康管理に努めることが大切です。健康管理の主役はあなた自身です！ 

 

●被保険者証の扱いは大切にしましょう。 

被保険者証は、皆さんが健康保険に加入していることを示す身分証明書です。医療 

 機関では、被保険者証によって皆さんが健康保険の加入者であることを確認しており、

医療のパスポートの役割を果たしています。逆を言えば、万が一紛失した場合、他人 

が身分証明書として悪用し、借金をするなどのトラブルが起きる恐れもあります。 

被保険者証は、クレジットカードのように使用を差し止めることができませんので、

扱いには十分にご注意下さい。万一、被保険者証を無くしたら、すみやかに、最寄りの

警察（交番）・健保組合に連絡して下さい。健保組合では「被保険者証再交付申請書」の提

出を受けて再発行します。再発行までには、約２週間かかります。 
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         ライオン健康保険組合からのお知らせ 
 

【湯河原保養所閉鎖・売却終了のお知らせ】 

 平成 18 年度末（平成 19 年 3 月末）にて保養所を閉鎖、4月に売却を終了しました。 

 被保険者並びにご家族の皆様には、永年にわたるご利用に深く感謝申し上げます。 

 誠に、ありがとうございました。 

 

【議員変更のお知らせ】 

健保役職 事業所 新 任 退 任 

常務理事 ライオン㈱ 橋本 昭三 吉本 先知 

 

【新しい常務理事のご紹介】 

 平成 19 年 4 月 2日付けで、橋本理事が理事会の同意を得て、理事長指名により、ライ 

オン健康保険組合の常務理事に就任致しました。 

尚、健保事業運営にご尽力いただきました吉本前常務理事は、３月末にて退職されま 

した。 

 

【35 歳以上の被扶養者検認及びｱﾝｹｰﾄ提出にご協力いただきありがとうございました！】 

 6 月～7 月実施の「35 歳以上の被扶養者（家族）の検認」及び「健康診断・保健指導

等のアンケート」提出に、ご協力いただきありがとうございました。 

 

【平成２０年４月からの健康保険改正のポイント】 

 平成 18 年に健康保険制度が改正され、既に加入者の皆様には、冊子をご案内しており

すが、制度改正は、平成 18 年 10 月、平成 19 年 4 月、平成 20 年 4 月と順次実施される

ことになっております。今後実施されます平成 20 年 4 月の主なポイントをご紹介いたし

ます。 

●医療費の自己負担が２割に軽減される乳幼児の対象年齢が引き上げられます 

医療費の自己負担が２割に軽減される乳幼児の対象年齢が、３歳未満から義務教育就 

学前までに引き上げられます。 

 

●７０歳から７４歳の方の自己負担割合と自己負担限度額が見直されます 

 70 歳から 74 歳の一般の方の自己負担割合が１割から２割になり、自己負担限度額も 

引き上げられます。なお、現役並み所得者は変更ありません。 

 ※（自己負担限度額）①外来のみ：12,000 円から 24,000 円に改正 

           ②世帯単位：44,400 円から 62,100 円に改正 
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●新しい高齢者医療制度が創設されます 

 老人保健制度と退職者医療制度（平成 26 年度までの 65 歳未満の退職者を対象に、経過  

 的に存続）に代わる新しい制度として、前期高齢者医療制度と後期高齢者医療制度が創

設されます。前期高齢者制度は、65 歳から 74 歳の高齢者が加入する保険者が偏ること

で保険者間の負担に生じる不均衡を調整する制度です。後期高齢者医療制度は、全市町

村でつくる都道府県単位の広域連合が保険者となり、75 歳以上および 65 歳以上の寝た

きり等の高齢者が加入する独立した制度です。 

 

●療養病床に入院した場合に、食費と居住費を負担する方の対象年齢が拡大されます 

療養病床に入院した場合に、食費と居住費を負担する方の対象年齢が 70 歳以上から 65

歳以上に拡大されます。 

 

●高額医療・高額介護合算制度が創設されます 

 医療保険および介護保険の自己負担額が高額になった場合、負担を軽減するために「高

額医療・高額介護合算制度」が設けられます。具体的には、医療保険制度で高額療養

費の算定対象となった世帯に介護保険の受給者がいる場合、医療と介護の自己負担額

を合算することができるようになります。自己負担限度額が年額で新たに定められ、

限度額を越えた分が支給されます。 
 
●生活習慣病予防のために、４０歳から７４歳までの人に対して、特定健康診査とそれに伴う

特定保健指導が義務化されます 

  糖尿病等の生活習慣病、とりわけ内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）該当 

  者や予備群を減少させるため、40 歳から 74 歳までの人に対して、特定健康診査とそれ

に伴う特定保健指導が義務化されます。 

 

 

【 事務局メンバー 】 

  平成 1９年８月現在の健保組合の事務局は下記の４名です。 
どうぞ宜しくお願いいたします。 

 
鈴木 隆久：事務長 
佐原 廣司：書 記 
城  高史：書 記 
野崎 良子：書 記 

 
 
 

ライオン健康保険組合 ☎０３―３６２１－６１７１ 
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